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「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」と
い
う
言
葉
は
、
今
や
ト
レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
は
約
２
４
０
４
万
人
。
前
年
に
比
べ
20
％

以
上
の
増
加
を
見
せ
ま
し
た
。

　

政
府
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
を
４
０
０
０
万
人
に
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
を
８
兆
円
に
し
た

い
と
す
る
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
が
減
っ
て

い
く
傾
向
に
あ
る
日
本
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
拡
大
は
重
要
課
題
で
す
。

　

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
旅
の
目
的
の
ひ
と
つ
は「
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
」で
す
。

日
本
の「
食
」に
大
き
な
期
待
が
集
ま
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
食
関
係
の
市
場
は

年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
大
都
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
な
く
中
小
店
舗
や
地
方

の
飲
食
店
に
と
っ
て
も
、
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
は
店
の
売
り
上
げ
に

貢
献
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
海
外
に
は
そ
の
国
ご
と
の
生
活
習
慣
や
食
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
日
本

人
の
常
識
が
通
用
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
外
国
語
で
の
対
応
も
必
要
で
、

宗
教
上
の
理
由
か
ら
食
べ
て
は
い
け
な
い
食
材
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
、地
域
、

民
族
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
書
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
昨
年
版
に
続
き
、
い
っ
そ
う

実
用
的
な
情
報
を
盛
り
込
み
、接
客
の
現
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
内
容
に
し
ま
し
た
。

外
国
人
観
光
客
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
迎
え
る
側
が
、
日
本

の
文
化
や
習
慣
を
伝
え
る
た
め
の
ペ
ー
ジ
も
設
け
て
い
ま
す
。
訪
日
外
国
人
観

光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

インバウンドとは？
「インバウンド」（inbound）とは、外から入ってくる旅行、一般的に訪日外国人旅行
を指す。対義語は外に出る旅行、海外旅行を指す「アウトバウンド」（outbound）。

はじめに
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 5万人 （0.2 ％）
 9万人 （0.4 ％）
 12万人 （0.4％）
 18万人 （0.8 ％）
 25万人 （1.1 ％）
 29万人 （1.2％）

 27万人 （1.1 ％）

ロシア
スペイン
イタリア
ドイツ
フランス
イギリス

カナダ

米国
124万人
（5.2 ％）

オーストラリア
45万人（1.9 ％）

東アジアが
圧倒的に多い
（全体の約73％）

中国
637万人
（26.5％）

その他
 98万人
 （4.1％）

欧米豪
296万人
（12.3 ％）

アジア  2010万人（83.6％）
　うち東アジア   1747万人（72.7％）
　うち東南アジア+インド 263万人（10.9％）

韓国
509万人
（21.2％）台湾

417万人
（17.3％）

香港
184万人
（7.7 ％）

タイ
90万人
（3.7％）

総計
2404万人

 12万人 （0.5％）

 23万人 （1.0 ％）
 27万人 （1.1 ％）
 35万人 （1.4％）
 36万人 （1.5 ％）
 39万人 （1.6 ％）

インド

ベトナム
インドネシア
フィリピン
シンガポール
マレーシア
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016（年）

861.1

621.9

835.8

1036.4

1341.3

1973.7

2403.9

前年比
47.1％増

前年比
21.8％増

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
数
は
こ
こ
数
年
で

急
増
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
は
約

１
９
７
４
万
人
に
達
し
、
前
年
比
47
・
１
％

の
増
加
。
２
０
１
６
年
に
は
約
２
４
０
4
万

人
と
な
り
、
前
年
よ
り
21
・
８
％
増
え
ま
し

た（
図
１
）。
そ
の
背
景
と
し
て
、
ビ
ザ
の

緩
和
や
免
税
制
度
の
拡
充
、
為
替
市
場
の
円

安
傾
向
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
開
催
を
控

え
、
今
後
も
訪
日
客
は
増
え
る
で
し
ょ
う
。

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
推
移

訪
日
客
の
国
籍
・
地
域
別
の
内
訳（
図
２
）

を
見
る
と
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
圧

倒
的
に
多
く
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港

で
約
１
7
4
7
万
人
、
全
体
の
約
73
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
ア
ジ

ア
の
国
々
が
続
き
ま
す
。
イ
ン
ド
か
ら
も
約

12
万
人
が
訪
日
し
て
お
り
、
今
後
、
一
層
の

増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
国
別
割
合

図１. 訪日外国人旅行者数の推移

デ
ー
タ
で
見
る

日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

出典：日本政府観光局（JNTO）

出典：日本政府観光局（JNTO）

図２. 訪日外国人旅行者数の内訳　2016年（平成28年）

訪
日
外
国
人
観
光
客
数
や
国
籍
・
地
域
別
の
内
訳
な
ど
、デ
ー
タ
か
ら
現
状
を
分
析
し
ま
す
。

注１： （ ）内は、訪日外国人旅行者数
全体に対するシェア。

注２： その他には、アジア、欧州等各
地域の国であっても記載のな
い国･地域が含まれる。

注３： 数値は、それぞれ四捨五入に
よっているため、端数におい
て合計とは合致しない場合が
ある。

訪日外国人観光客はどのくらい増えた？

どの国の人々が、日本を訪れているか？

※数値は推計値。

注： 2015年（平成27年）以前の値は
確定値、2016年（平成28年）の
値は1-10月の暫定値と11-12
月の推計値の合計。
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外国人延べ宿泊者数は、
すべての地方で増加した
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縄
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外国人延べ宿泊者数対前年比：48.1％

延べ宿泊者数対前年比：6.7％

■ 延べ宿泊者数（全体）対前年比
■ 外国人延べ宿泊者数対前年比

半数以上の
訪日外国人観光客が
地方を訪れている

観
光
庁
に
よ
る
平
成
26
年
の
訪
日
外
国

人
消
費
動
向
調
査
に
よ
る
と
、「
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
」
で
の
訪
問（
業
務
、
留
学
等
の
目

的
で
は
な
い
訪
問
）の
都
道
府
県
別
訪
問
率

（
図
３
）は
、
東
京
・
大
阪
の
２
大
都
市
圏
の

み
を
訪
問
し
た
観
光
客
が
44
％
な
の
に
対
し
、

地
方
を
訪
問
し
た
観
光
客
は
56
％
に
上
り
ま

し
た
。
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
２
人
に
１
人

が
地
方
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訪
問
率
を
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、

中
国
人
は
７
割
近
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

は
６
割
超
が
地
方
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
大
都
市
圏
を
訪
れ
ず
、
地
方

の
み
を
訪
問
し
た
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
割

合
は
28
％
で
、
東
ア
ジ
ア（
中
国
、
韓
国
、

台
湾
、
香
港
）の
人
た
ち
が
地
方
の
み
を
訪

れ
る
場
合
、
出
入
国
と
も
地
方
空
港
を
利
用

す
る
割
合
は
９
割
を
超
え
ま
す
。

地
方
へ
の
波
及

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

別
対
前
年
比（
図
４
）を
見
る
と
、
外
国
人

の
宿
泊
者
数
は
す
べ
て
の
地
方
で
大
幅
に
増

加
し
て
お
り
、
10
ブ
ロ
ッ
ク
中
7
ブ
ロ
ッ
ク

で
50
％
以
上
増
加
。
特
に
中
部
、
九
州
は
高

い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

内
訳
を
み
る
と
、
東
北
、
北
陸
信
越
、
四

国
、
沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く
、

関
東
、
中
部
、
近
畿
は
中
国
人
、
九
州
は
韓

国
人
、
北
海
道
は
台
湾
と
中
国
、
中
国
地
方

は
韓
国
、ア
メ
リ
カ
、台
湾
、欧
州（
ド
イ
ツ
・

英
国
・
フ
ラ
ン
ス
）か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
国
籍
・
地
域
に
よ
り
訪
れ

る
地
方
に
特
色
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

人
気
が
上
昇
し
て
い
る
地
方

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

図３／ 観光庁「訪日外国人消費動向調査（7-9月期）【トピックス分析】平成26年訪日外国人観光客の地方訪問状況」より
図４／観光庁「平成28年版観光白書」より

図３. 地方訪問率

図４. 延べ宿泊者、外国人延べ宿泊者数の
　　 地方ブロック別対前年比  2015年（平成27年）

注1： 上記の数値は、平成26年1-3月期・4-6月期・7-9月期・10-12月期の「観光・レジャー」目的
の標本に対して国籍・地域別及び四半期別のJNTO訪日外客数によるウェイトバック処理を
施して算出している。

注2： 平成26年調査では、到着空港及び出国空港は都道府県の訪問地としてカウントしていない。

2014年（平成26年）の確定値と2015年（平成27年）の
速報値を比較した。

訪れるのは都市？  地方？

人気が上昇している地方は？
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日本は16位
（アジアで5位）

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000
（万人）

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位
14位
15位
16位
17位
18位
19位
20位

8,445.2

7,751.0

6,821.5

5,688.6

5,073.2

3,947.8

3,497.2

3,443.6

3,134.6

3,209.3

2,668.6

2,572.1

2,671.9

2,988.1

2,359.9

1,797.0

1,672.8

1,799.4

1,500.7

1,973.7

フランス
米国
スペイン
中国（アジア1位）
イタリア
トルコ
ドイツ
英国

ロシア
メキシコ

香港（アジア3位）
マレーシア（アジア4位）

オーストリア
タイ（アジア2位）

ギリシャ

カナダ
ポーランド

サウジアラビア

オランダ

日本（アジア5位）

（億人）

（年）

0
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13
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6.7 6.8

7.0

6.9

7.6
8.1
8.6

9.1 9.3

8.9

9.5
9.9 10.4

10.9

11.3

11.8

右肩上がりに
増加

出典：国連世界観光機関（UNWTO）

資料：UNWTO（国連世界観光機関）、各国政府観光局資料に基づき日本政府観光局（JNTO）作成

注1： 本表の数値は2016年7月時点の暫定値である。
注2： 本表で採用した数値は、日本を除き、原則的に1泊以上

した外国人訪問者数である。
注3： 外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、

さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用
時期によって、そのつど順位が変わり得る。

注4： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統
計基準により算出・公表されている場合があるため、こ
れを比較する際には注意を要する。
例：外国籍乗員数（クルー数）について、日本の統計に
は含まれないが、フランス、スペイン、中国等の統計に
は含まれている。

図６. 国際観光客到着数の推移

図５. 外国人旅行者受入数ランキング　2015年（平成27年）［上位20位まで］

外国人観光客に人気の国は？

世界の旅行客が増加

外
国
人
旅
行
者
受
入
数
ラ
ン
キ
ン
グ（
図

５
）で
は
、
日
本
は
２
０
１
５
年
の
デ
ー
タ

で
世
界
16
位
。
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
、
タ
イ
、

香
港
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
次
い
で
５
位
。
年
々

順
位
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
世
界
で
ト
ッ
プ

の
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
れ
ば
客
数
そ
の
も
の
は

少
な
い
と
言
え
ま
す
。
政
府
が
２
０
２
０
年

ま
で
に
達
成
し
た
い
と
す
る
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
４
０
０
０
万
人
と
い
う
目
標
は
、
現

状
の
世
界
第
６
位
の
水
準
で
す
。

世
界
か
ら
見
た
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

世
界
の
旅
行
客
数
の
推
移
を
見
る
と
、
そ

も
そ
も
、
国
際
旅
行
を
楽
し
む
人
口
が
急
激

に
増
え
て
い
ま
す（
図
６
）。
外
国
人
観
光

客
を
他
国
と
奪
い
合
う
と
い
う
構
図
で
は
な

く
、
客
数
そ
の
も
の
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

か
つ
て
先
進
国
の
一
部
の
人
々
が
独
占
し
て

い
た
国
際
旅
行
市
場
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
あ

ら
ゆ
る
層
に
ま
で
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
増
加
や
経
済

成
長
な
ど
を
背
景
に
、
今
後
も
、
世
界
の
国

際
旅
行
客
数
の
増
加
は
続
く
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

日
本
に
と
っ
て
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

世
界
は
今
、
日
本
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
の
伸
び
を
そ

れ
に
関
連
し
た
一
時
的
な
現
象
と
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、
こ
の
盛
り
上
が
り
を
維
持
し
、

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
一
層
、

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
、
日
本
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

国
際
旅
行
市
場
の
広
が
り

図6／観光庁「平成28年版観光白書」より



イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る

急
増
す
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
、

飲
食
店
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

店
の
集
客
に
つ
な
げ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

各
国
の
歴
史
や
文
化
、
伝
統
、
宗
教
に
よ
っ
て
食
文
化
は
多
様
で
す
。

ま
ず
そ
れ
を
理
解
し
、
そ
の
上
で
訪
日
外
国
人
観
光
客
が

何
を
求
め
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
様
な
食
習
慣
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
文
化
交
流
に
つ
な
が
り
ま
す
。

知
識
を
身
に
付
け
て
、
多
く
の
お
客
様
を
も
て
な
し
ま
し
ょ
う
。

7
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…
…

多
様
性
を
理
解
す
る

世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

違
い
を
楽
し
む
こ
と
が
海
外
旅
行
の
醍
醐
味
と
も
言
え
ま

す
が
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
、

も
て
な
す
た
め
に
は
、
各
国
の
文
化
や
価
値
観
を
理
解
し
、

配
慮
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

特
に
食
に
関
し
て
は
信
仰
、
嗜
好
、
体
質
、
生
活
習
慣

な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
関
連
し
ま
す
。
宗
教
上
の
理
由
で
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
牛
肉
を
食
べ
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は

豚
肉
を
食
べ
ま
せ
ん
。
国
・
地
域
別
で
は
、
中
国
や
韓
国

で
は
大
人
数
で
の
宴
会
の
よ
う
な
デ
ィ
ナ
ー
が
好
ま
れ
る

傾
向
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
家
族
や
友
人
と
時
間
を
か

け
て
食
事
を
楽
し
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
健

康
志
向
・
自
然
食
ブ
ー
ム
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
が
増
え
て
い

ま
す
。
台
湾
で
は
生
も
の
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
に
と
っ
て
の
常
識
が
外
国
人
に
と
っ
て
の
常
識

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
の
多
様
性
を
理
解
し
、
思
い

や
る
対
応
の
積
み
重
ね
が
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

言
葉
に
つ
い
て

世
界
で
話
さ
れ
て
い
る
言
葉
も
多
様
で
す
。
訪
日
外
国

人
観
光
客
と
円
滑
に
意
思
の
疎
通
を
図
る
た
め
、
外
国
語

世界の母語人口　上位10言語

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

1-1

1

2

3

英語
4億人

スペイン語
3億3,200万人

ヒンディー語
（含ウルドゥー語）2億3,600万人

アラビア語 2億人

ポルトガル語 1億7,500万人

ロシア語 1億7,000万人

ベンガル語 1億6,800万人

日本語 1億2,500万人

ドイツ語 1億人

フランス語 7,200万人

母語人口は圧倒的

公用語として
いる国と地域が
世界一多い

母語人口では16位だが、
公用語としている
国と地域の数では世界2位

母語とは、小さいころから自然に習得した
言葉のこと。母語人口が圧倒的に多いのは中
国語（北京語・標準語）だ。公用語としている
国と地域が世界一多いのは英語で、国際的な
共通語として英語を習得する人が多い。フラ
ンス語の母語人口は約7,200万人と世界第16
位だが、公用語としている国や地域は英語に
次いで多い。

データ／文部科学省ウェブサイトより　出典：The Penguin FACTFINDER（2005）

※百万人以下四捨五入

「日本料理 いらか 銀座店」
（→P22）の店頭の看板。
メニューは英語、中国語、
韓国語で表記してある。

4

5

6

7

8
9
10

16

中国語
（北京語・標準語）
8億8,500万人

（ホワン イーン グワーン リン）
いらっしゃいませ !

Welcome to ○○ !
（ウエルカム トゥー○○）

○○へようこそ !

Bienvenidos!!
（ビエンベニードス）

ようこそ!!



9

第
１
章  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る

訪日外国人１人１泊当たり費目別旅行支出（観光・レジャー目的の旅行者のみ対象）

1月

～

2 月

中国（春節）  １ 月27日（金）～ ２ 月 ２ 日（木） ７連休

韓国（旧正月）  １ 月27日（金）～ １ 月30日（月） ４連休

台湾（春節）  １ 月27日（金）～ ２ 月 １ 日（水） ６連休

香港（春節）  １ 月28日（土）～ １ 月31日（火）４連休

7月

～

8月

欧米各国
（バカンス時期）

10月

中国
（中秋節・国慶節）10月 １ 日（日）～10月 ８ 日（日） ８連休

韓国
（秋夕・ハングルの日）10月 ３ 日（火）～10月 ９ 日（月） ７連休

台湾（国慶節） 10月 ７ 日（土）～10月10日（火）４連休

香港（国慶節） 10月 １ 日（日）～10月 ２ 日（月） ２連休

を
習
得
し
た
り
、
外
国
語
に
堪
能
な
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す

る
の
も
１
つ
の
方
策
で
す
。
ま
ず
は
メ
ニ
ュ
ー
や
看
板
、

店
内
の
注
意
書
き
な
ど
を
多
言
語
化
す
る
事
か
ら
対
応
し

ま
し
ょ
う
。
国
際
的
な
共
通
語
で
あ
る
英
語
に
加
え
、
中

国
語
、
韓
国
語
等
、
訪
日
客
数
の
多
い
国
々
へ
の
対
応
も

望
ま
れ
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
語
で
の
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
の
歓
迎
の
気
持
ち
や
感

謝
の
気
持
ち
の
表
現
は
、
言
葉
を
こ
え
て
伝
わ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
、
普
段
通
り
の
日
本

を
体
験
し
た
い
と
望
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
別
視
せ
ず
、

日
本
人
へ
の
接
客
と
同
様
に
対
応
す
る
こ
と
が
喜
ば
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

消
費
傾
向
も
さ
ま
ざ
ま

「
訪
日
外
国
人
１
人
１
泊
当
た
り
費
目
別
旅
行
支
出
」
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
国
籍
・
地
域
に
よ
っ
て
お
金
の
使
い

方
も
多
様
で
す
。
平
成
28
年
４

̶

６
月
期
の
デ
ー
タ
で
は
、

旅
行
支
出
が
一
番
多
い
の
は
中
国
人
。
内
訳
と
し
て
、
買

い
物
に
多
く
お
金
を
使
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の

同
時
期
と
比
べ
る
と
中
国
人
１
人
当
た
り
の
旅
行
支
出
は

減
少
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
爆
買
い
」
の
ブ
ー
ム
は
終

息
し
た
と
の
分
析
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
は
宿
泊
に
お
金
を
か
け
、
香
港
か
ら
の
旅
行

者
は
飲
食
に
お
金
を
使
っ
て
い
ま
す
。

休
日
や
休
暇
も
国
・
地
域
ご
と
に
多
様
で
、
訪
日
の
時

期
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、
１
〜

２
月
、
10
月
に
大
型
連
休
が
あ
り
ま
す
。
外
国
の
文
化
・

習
慣
に
目
を
向
け
、
も
て
な
し
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

2017年の主な訪日国・地域の連休（休日・祝日に土日や振り替え休日を含めた連休）

0

全国籍・地域 26,833円7,290 5,280 3,018 10,346 12887

20,709円6,045 5,061 1,927 6,399 371,241韓国

24,047円6,514 4,928 2,677 9,044 16866台湾

28,114円7,004 6,658 3,048 10,668 0736香港

39,206円7,253 6,186 3,102 21,919 2744中国

25,618円7,104 5,656 2,736 8,803 651,255タイ

22,962円9,986 4,668 4,015 3,224 101,060米国

22,223円4,9269,233 3,892 1,114 3,059 0オーストラリア

台湾の春節 香港の国慶節

欧米のバカンス時期に賑わう岐阜県飛騨高山

5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000
（円／人・泊）

データ／観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成28年4月－6月期より

■宿泊料金　■飲食費　■交通費　■娯楽サービス費　■買物代　■その他

お金の使い方も
国籍・地域によって異なる
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食
文
化
・
食
習
慣
へ
の
配
慮

食
文
化・ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応

飲
食
店
が
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
迎
え
る
際
、
世
界
の
多
様
な
食

文
化
や
風
習
、
宗
教
、
嗜
好
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
食
材
の
み
な
ら
ず
、
調
理
法
に
も
細
心
の
注

意
を
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
レ
ル
ギ
ー
は
命
に
か
か
わ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
注
意
が
必
要
で
す
。　

ま
ず
、
世
界
に
は
ど
ん
な
食
文
化
・
食
習
慣
が
あ
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
お
客
様
が
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
に

つ
い
て
確
認
を
と
っ
て
か
ら
料
理
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
や
嗜
好
な
ど
、
個
人
が
抱
え
る
事
情
に
対
応
す
る
た
め

に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

目
で
見
て
わ
か
る
や
り
と
り

接
客
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
や
写
真

掲
載
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
な
る
食
材
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵
文
字
）表

示
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
お
客
様
が
旅
行
代
理
店
や
ホ
テ
ル
経
由
で
来
店
す
る
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
者
を
通
じ
て
食
事
制
限
が
あ
る
か
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
個
別
に
予
約
が
入
っ
た
場
合
で
も
、
予
約
時
に

お
客
様
が
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

ま
し
ょ
う
。
来
店
前
に
メ
ー
ル
を
交
換
し
文
字
で
や
り
と
り
す
る
こ

と
も
、
現
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
事
前
に
知
れ

ば
、
食
材
の
調
達
な
ど
も
余
裕
を
持
っ
て
準
備
が
で
き
ま
す
。

食への対応、はじめの一歩

訪日客に支持されるベジタリアンレストラン

1-2

ムスリム、ベジタリアンに対
応する「SEKAI CAFE」の運営
会社・株式会社日本SI研究所の
友野健一さんは、ムスリム対応
をはじめる際の注意として「豚
やアルコール等の禁忌食材を店
内に持ち込まないことがベスト。
難しい場合は、禁忌食材との間
接的な接触を避けるため、使い
捨てのコップや食器を用意した
り、皿に紙を敷いて盛り付けることも配慮の１つ」
とし、包丁、まな板等、調理器具が分けられない
場合はその旨を伝えたほうがよいとのこと。店の
ポリシーを事前に提示することが大事だという。
岐阜県高山市の中華料理店「平安楽」では、肉類
を調理しない鍋を用意し、食器もあらかじめ区別。
多様な食文化に細やかに対応している（→P20）。

東京・自由が丘にある「Ｔ’s レスト
ラン」は、べジタリアンのオーナー
が、本当においしいと思える料理を出
すベジタリアン専門店。メインからデ
ザートまで、動物性の食材を一切使用
しないことを前提に、「おいしさ」にこ
だわっている。野菜の旨味をひき出し
た出汁、豆乳を使ったホワイトソース
もまろやかな味わいになるよう工夫。
はじめはベジタリアンやアレルギーの
ある日本人客が常連だったが、今では
ムスリム（イスラム教徒）を含め外国
人の利用も多い。外国人観光客が多く
乗降する東京駅にも姉妹店を出すなど、
おいしいベジタリアン料理がインバウ
ンド客のニーズをつかんでいる。

動物性食材は全く使わない。卵や、乳由来であるバター、チーズ
も不使用。その上で、妥協せずおいしさを追求している。ピクト
グラムでも動物性食材を使っていないことを表示し、宗教上食
べられないものがある外国人も安心して食事ができる。
太陽と大地の食卓　Ｔ’sレストラン
http://ts-restaurant. jp

右：「SEKAI  CAFE」のポリシー。
上：メニューには、大きな料理写真
と多言語の解説、アレルギー物質や
宗教上等の禁忌食材が示される。
下：「SEKAI  CAFE」店内。
http://sekai-cafe.com/

上：「平安楽」で出している
前菜「コロ芋とコモ豆腐」。
グルテンフリーで、植物性
の食材を使用。
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キリスト教
少数派に肉、アルコールを避ける人がいますが、基
本的に食に関する禁止事項はありません。

聖獣とされる牛の肉は食べません。高位のカースト、
社会的地位が高い人ほど肉食を避ける傾向があります。

一部の僧侶と厳格な信者には禁止されている食材が
あります。東アジア、ベトナム、チベット、モンゴル
など、大乗仏教が広まっている地域に多くみられます。

ベジタリアンとは、一般に「肉や魚などの動物性食
品を食べない人」のことをいいます。乳製品や蜂蜜も
食べないベジタリアンもいます。

仏教

イスラム教
イスラム教を信仰する人々をムスリムといいます。
イスラム教には生活習慣に関するさまざまな教義があ
り、ムスリムたちはそれに基づいて生活しています。
イスラムの決まりに則って食べることが許されている
食品や料理は「ハラール（許された行為・物）」といいます。
豚肉を口にしてはいけないという決まりがあり、豚
を使用した加工食品、豚のエキス、油脂、調味料など、
豚由来の成分にも注意が必要です。アルコールも口に
せず、みりんも禁忌となります。醤油、味噌など発酵
食品に微量に含まれるアルコールさえも口にしない人
もいます。豚肉以外の動物性の食材も屠畜方法などに
決まりがあり、決まりに基づいた屠畜方法で処理され
た肉（ハラール肉）以外は避けるべきとされています。
また、ムスリムには年に一度、断食月（ラマダーン）

があります。旅行中には断食を行わない人もいますが、
該当する時期に訪日したムスリムには配慮が必要です。

ヒンドゥー教

ベジタリアン

アレルギー
特定の食品を摂取した後、皮膚や消化器、呼吸器な

どに異常が起こるのが食物アレルギーです。外国人に
も多くみられるので注意が必要です。特にアナフィラ
キシーと呼ばれる、急性重度なアレルギー反応が出た
場合には生死に関わることもあります。

世界の宗教と食のルール、嗜好やアレルギー

※裏表紙に、アレルギーや食べられない食材を確認するための指差しコミュニケ̶ションツールを収録しています。

ユダヤ教
ユダヤ教の食べ物に関する規定の事をコーシャ（コ

シェル）といいます。厳格な戒律があり、おもにコーシャ
の認定を受けた食材を使った食事を摂ります。

※ ムスリムのなかでも、国や地域等によって食の習慣が異
なります。各人を尊重した対応が重要です。

エビ、カニ、小麦、ソバ、卵、乳、落花生
（これら7品目は、特に患者が多く症状が重い）
鮑、イカ、イクラ、オレンジ、カシューナッツ、キウイ
フルーツ、牛、胡桃、胡麻、鮭、鯖、大豆、鶏、バナナ、豚、
松茸、桃、山芋、林檎、ゼラチン

※アレルギー反応時には緊急対応が必要。
　119番緊急搬送、病院紹介が望ましい。

肉、アルコール、コーヒー、紅茶、お茶 牛、豚、魚、卵、生もの、ニンニク、ニラ、ラッ
キョウ、玉ネギ、アサツキ

キリスト教徒：注意すべき主な食材 ヒンドゥー教徒：注意すべき主な食材

肉全般、ニンニク、ニラ、ラッキョウ、玉ネ
ギ、アサツキ

肉、魚介類全般、卵、乳製品、ニンニク、ニラ、
ラッキョウ、玉ネギ、アサツキ

仏教徒：注意すべき主な食材

ベジタリアン：注意すべき主な食材

アレルギー：注意すべき主な食材

豚、動物性の食材全般、アルコール
イスラム教徒：注意すべき主な食材

豚、甲殻類、貝類、タコ、イカ、鰻、穴子、ナ
マズ

ユダヤ教徒：注意すべき主な食材

おもな国・地域：ヨーロッパ、北米、フィリピン

おもな国・地域： タイ、ミャンマー、スリランカ、中国、
ベトナム、チベット、モンゴル、ブータン、
カンボジア

おもな国・地域： 中東、北アフリカ、バングラデシュ、
インドネシア、マレーシア、パキスタン

おもな国：イスラエル

おもな国：インド、ネパール
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る

満足した理由

飲食区分

満足した理由　構成比　（ヨコ計100％） 回
答
数美

味
し
い

品
質
が
良
い

量
や
種
類
が
適
切

価
格
が
手
頃
・
自
国
よ
り
安
い

有
名
で
あ
る

好
き
な
料
理
・
食
品
で
あ
る

珍
し
い
・
新
し
い

健
康
に
良
い

デ
ザ
イ
ン
が
良
い
・
か
わ
い
い
・
き
れ
い

伝
統
的
・
日
本
独
特

自
国
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

店
の
サ
ー
ビ
ス
や
雰
囲
気

宗
教
や
信
条
、
体
質
等
の
理
由

そ
の
他

寿司 71.2 17.2 1.1 2.1 0.2 1.4 0.7 0.6 0.4 1.1 3.5 0.1 0.1 0.3 1,419

ラーメン 88.8 0.6 1.2 0.6 0.5 1.5 1.3 0.0 0.0 2.0 2.6 0.0 0.4 0.4 1,136

そば・うどん 83.7 3.0 0.4 1.5 0.0 1.3 2.3 0.2 0.0 2.1 3.4 0.4 0.8 0.8 472

肉料理 82.4 5.1 1.1 0.8 0.9 0.7 2.0 0.2 0.1 1.7 3.5 0.4 0.1 0.8 1,366

魚料理 63.4 27.3 0.8 1.0 0.1 1.7 0.8 0.3 0.1 0.8 2.9 0.1 0.1 0.5 766

小麦粉料理 74.9 1.8 1.3 0.0 0.4 1.8 6.6 0.0 0.0 4.0 6.2 0.4 1.8 0.9 227

その他日本料理 75.9 3.0 2.1 2.3 0.0 1.3 1.9 1.1 1.9 4.4 1.5 1.1 0.8 2.7 526

外国の料理 68.2 0.0 0.0 2.3 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 2.3 13.6 2.3 44

その他料理 68.7 3.3 4.1 1.6 0.0 1.6 3.3 0.4 0.8 2.4 5.7 3.3 2.0 2.8 246

菓子類 84.6 1.7 1.7 0.4 1.7 1.7 1.3 0.4 0.4 0.0 4.3 0.0 0.0 1.7 234

果物 60.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10

酒 83.6 1.6 1.6 0.8 0.8 3.1 1.6 0.0 0.0 2.3 4.7 0.0 0.0 0.0 128

その他
食料品・飲料 73.4 7.2 0.0 0.0 0.0 2.2 4.3 2.9 0.0 5.8 3.6 0.7 0.0 0.0 139

全体 77.6 8.8 1.3 1.2 0.4 1.4 1.7 0.4 0.3 1.9 3.3 0.4 0.5 0.8 6,713

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
期
待
し
て
い
る
こ
と

日
本
食
や
受
け
入
れ
態
勢
へ
の
期
待

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
日
本
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
」（
平
成
28
年
４

̶

６
月
期 

報
告

書　

調
査
対
象
は
、
観
光
目
的
以
外
の
外
国
人
も
含
む
）に
よ
る
と
、

「
訪
日
前
に
最
も
期
待
し
て
い
た
こ
と
」に
は
、
26
・
４
％
の
人
が「
日

本
食
を
食
べ
る
こ
と
」と
回
答
。
一
番
の
支
持
を
集
め
て
い
ま
す（
図

Ａ
）。
訪
日
後
に
「
最
も
満
足
し
た
飲
食
」
に
つ
い
て
聞
い
た
調
査
で

は
、
寿
司
が
人
気
。
満
足
の
理
由
と
し
て
、
味
や
品
質
が
あ
が
っ
て

い
ま
す（
図
Ｂ
）。
自
国
で
味
わ
え
な
い
か
ら
と
い
う
回
答
や
、
量
・

種
類
、
価
格
の
手
頃
さ
も
満
足
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

期
待
に
応
え
、
気
持
ち
よ
く
食
事
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
面
で
の
期
待
に
対
応
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
使
用
食
材
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
や
、

カ
ー
ド
決
済
な
ど
と
合
わ
せ
、
無
料
Ｗ
ｉ
|

Ｆ
ｉ
の
要
望
も
強
く
、

取
り
入
れ
る
こ
と
で
集
客
に
結
び
つ
く
で
し
ょ
う
。

1-3

図A.  訪日前に最も期待していたこと
         （全国籍･地域、単一回答）

図B. 最も満足した飲食についてその理由（全国籍･地域）

注：本表では国籍・地域別ウェイトバック集計を行っていない。

「日本滞在中にあると便利な情報」の調査で一番にあがる
のが無料Wi-Fi。店に取り入れた際は、店頭に掲示するな
ど、わかりやすくアピールすることが重要。観光庁は、訪
日外国人観光客が無料で無線LAN環境を利用できること
を示すマークを作成した（利用にはウェブ申請が必要）。

外国人はカード決済に慣れており、
特に海外旅行中はカードが使用で
きないと不便を感じる人が多い。
スマートフォンやタブレット端末
でカード決済ができるシステムも
登場し、導入は手軽になった。

訪日外国人観光客の
日本食への期待は非常に高い

26.4％

1.3％

1.8％

17.7％

2.8％

14.2％

1.6％

5.9％

0.6％

0.6％

1.1％

0.7％

0.8％

4.2％

0.7％

4.6％

3.2％

1.5％

0.3％

6.5％

日本食を食べること

日本の酒を飲むこと

旅館に宿泊

温泉入浴

自然・景勝地観光

繁華街の街歩き

ショッピング

美術館・博物館

テーマパーク

スキー・スノーボード

その他スポーツ

舞台鑑賞

スポーツ観戦
自然体験ツアー・

農漁村体験

四季の体感
映画・アニメ
縁の地を訪問
日本の歴史・
伝統文化体験

日本の日常生活体験
日本のポップ

カルチャーを楽しむ

治療・検診
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
多
言
語
化

外
国
人
観
光
客
を
迎
え
る
際
に
準
備
し
て
お
き
た
い
多
言
語
メ

ニ
ュ
ー
を
簡
単
に
作
成
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
ぐ
る
な
び
が
運
営
す
る
訪
日
外
国
人
向
け
グ
ル
メ
サ
イ
ト

「
ぐ
る
な
び 

外
国
語
版
」
で
は
、
日
本
語
操
作
だ
け
で
自
店
の
メ

ニ
ュ
ー
を
簡
単
に
4
言
語（
英
語
・
中
国
繁
体
字
・
中
国
簡
体
字
・
韓

国
語
）に
変
換
で
き
ま
す
。
石
川
県
の
「
石
川
県
の
美
味
を
楽
し
む
」

で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
作
成（
県
内
の
飲
食
店
の
み
利
用
可
）や
日
本
の
食

文
化
に
関
す
る
情
報
を
多
言
語
で
展
開
。
福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
「
F
u
k
u
o
k
a 

G
o
u
r
m
e
t 

N
a
v
i
」
は
、

多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
作
成
を
自
由
に
行
え
ま
す
。

旅
の
情
報
源
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
多
用
さ
れ
て
い
る
今

（
図
Ｃ
）、
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
も
重
要
で
す
。
翻
訳
ツ
ー

ル
で
、
自
動
翻
訳
機
能
を
加
え
た
り
、
有
料
の
グ
ル
メ
サ
イ
ト
に
登

録
し
て
外
国
語
版
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
も
情
報
発
信
に
つ
な
が
り

ま
す
。

図C. 日本滞在中に得た旅行情報源で
　　  役に立ったもの（全国籍･地域、複数回答）

ぐるなびが運営する「ぐるなび  外国語版」（左・上）
では、メニュー名の多言語化だけでなく、メニュー
名に「食材」「味付け」「調理方法」が紐付けされて
いるため、容易にメニューの内容を想像できるよ
うになっている。外国人にとって日本食は写真で
見ただけでは食材や味つけの想像がつかないため、
日本人以上にメニューの表示にわかりやすさが求
められる。
ぐるなび  外国語版
https://gurunavi.com/

石川県の美味を楽しむ
http://gourmet.hot- ishikawa.jp

FUKUOKA  Gourmet  Navi
http://welcome-fukuoka.or. jp/menu_create

図Ａ-Ｃ／観光庁「訪日外国人の消費動向」（平成28年4-6月期 報告書）より

旅行中もインターネットでの
情報収集が主流になっている

メニューの多言語化に役立つウェブサイト

16.7％

17.6％

13.9％

11.1％

18.1％

10.6％

61.1％

13.3％

4.0％

10.8％

7.8％

空港の観光案内所

観光案内所（空港除く）

宿泊施設

旅行ガイドブック（有料）

フリーペーパー（無料）

インターネット（パソコン）

インターネット（タブレット）

インターネット（スマートフォン）

日本在住の親族・知人

その他

特になし
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気を付けたいジェスチャー
日本では良い表現に使われるジェスチャーでも、外国の文化では別の解釈となる
場合があります。接客時に気を付けた方がいいジェスチャーを紹介します。

「おいでおいで」と手招きするしぐさは、アメリ
カや中国などで「来ないでください」「あっちに行っ
て」という逆の意味になります。

「ＯＫ」「大丈夫」などを示す人差し指と親指のサ
インは、南米やヨーロッパの一部などで卑猥な意
味を持ちます。

タイやカンボジアなどの仏教圏では、頭部は神
聖な場所とされています。相手が子どもであって
も頭をなでるのは失礼な行為です。

お辞儀は、日本のしきたりでは丁寧な挨拶であ
り、感謝や敬意などを表しますが、馴染みのない
外国人は違和感を覚えることもあるようです。

「いいえ」や「結構です」という意味で顔の前で手を
振るしぐさは、「臭い」という表現にとらえられる
ことがあります。

いいえのしぐさ

ＯＫのサイン手招きをする

「いいね」という意思表示や、「了解しました」と
いう意味の親指を立てるしぐさは、中東など一部
の地域で侮辱的な意味合いを持ちます。

親指を立てる

頭をなでるお辞儀をする

イ ン バ ウ ン ド お 役 立 ち コ ラ ム ❶


